大正四年～七年の泉鏡花の小説――「幻の絵馬」と「芍薬の歌」―― by 清水, 潤
明治末期から大正初期
にかけての泉鋭花は、「三味線堀」前篇
（明治四三•10)が氷井荷屈主宰の「三田文学」に掲載される
など、
自然主義陣営の圧迫による文堕的孤立
をよう
やく脱し、
反
自然主義の風潮に受け入れられつつあっ
た。
この時期には「爪ぴ
き」（「文芸倶楽部
j
明治四四・ーニ）、「南地心中」（「新小説
j
明
治四五・一）、「五大力」（「新小説」大正ニ・一）、「陽炎座」（「新小説」大正二•五）など、
熟辣した技巧を駆使した完成度の裔い
小説が多く、
中でも、
複数の人物たちの関係性の物紺が繁密な構
成によって展開されながら、
結末場面に至って炎と鮮血の其紅色
のイメージがさく裂する「日本紙」（千章館
大正三・九）は特
に高い達成度を得ている
。
だが、
この「日本
橋」と大正期の代表作と言うべき「由縁の
女」（「婦人画報」大正八•一i-0・ニ に挟まれた数年間（大正四！七年）には、
後批から評価されるよ
うな
作品はやや
乏しい
序
|「幻の絵馬」
「為薬の歌」ー
，大
正四年ー七年の泉鏡花の小説
·9
と酋わざるをえない。
例えば、
現時点で鏡花文学の最新の選集で
ある種村季弘椙「泉鏡花集成
j
全十咎（ちくま文庫平成七•一
0ー八・八）には、
八十一稲の小説が収められている（ほかに戯
曲七福、
雑記など三稲）が、
その中で大正四年から七年までの小
説は「白金之絵図」（「新小説」大正五•一）と「茸の採姫」（「中外」大正七•
四）のみで
ある。
それに対して明治四十匹年から大
正三年までの小説は「南地心中」や「陽炎座」など九椙もある。この時期
、戯曲では代表作となる
「天守物語」（『新
小説
j
大正
六・九）をも辿しているだけに奇異だが
、小
説にしても失敗作ば
かりが揃っているので なく、 日本柏
」に
は及ばなくと 一定
の達成度は得た作品は少なく い。個別の楊面の冴えが円熟の域に述しているのは無論のこと、
複雑な物語を巧みな構成の中 展
開させている作品も多い。
ただ、
それ
らは技巧が勝りすぎて新鮮
な魅力には乏しく、
端的に言ってマンネリズムに陥っている。
「日本拾」で 緊密な小説構成とイメージ 述鎖性という二つ力学の間に、
作品が自己崩壊し
かねないほどの緊張関係があった
清
水
潤
- 30 -
のに対し、
この時期の作品では一方が他方に従属させられるのみ
．．
なので、
そうした激烈な緊張関係はなくて作品全体が弛緩してい
るのである。
全集版にじて百頁以上の分疵の作
品から具
体例を挙げると、
「星の歌舞伎」（「女の世界」大正四・五i―二）や「幻の絵馬」（春陽堂
大正六•一）ではイメージが優先し、「駕菊帳」（止笹
堂大
正七•六）や「芍薬の歌」（「やまと新間』大正七・七・七
i―ニ・七）では小説構成が優先していると言える。無
論、
こう
した大まかな二分化 みではこ 時期 小説の全ては論じられず、これとは別の観点から論じられるぺき作品もあるだろ
う。
ただ、
本論の主旨 評価の低 ったこの時期から埋もれた佳作を掘り起こすことではなく、
この時期の小説の低迷の所以を二つの分裂的
な領向の中に探ることにある。
以下、
本論
では
「幻の絵
烏」と
「芍薬の歌」を、
二つの頼向のそれぞれの代表作として具体的に
分析したい。なお、
念のために言い涼えると、
この二作はこの時
-9) 
期の小説としては比較的再評価されつつはある。
悪夢のような世界を描くことの多い鏡花の小説の中でも、「幻
の絵馬」は特に異様な追具立 協った奇怪 作品である。作品の発表直後に中谷徳太郎は「全く人生をかけ離れた幻の領域の物語である。さう考へる時に、
この作の表面に浮んだ小さな幾つか
i3) 
の不岡和な泡は跡方もなく消え去るのである」と評
し、
また、平
井修成氏はこの中谷評を踏まえて「極めて統一的な情趣と印象を読む者の心に焼き付ける」と述べながら、「しかし一度、
読者が
作品世界に没入することを止めて、理性を拗かせて作品の筋立てを眺めるならば、
これ程不統一な、
思い付きばかりで組み上げら
れたような作品もない」とも述ぺている。「幻の絵馬」
は確かに
明快な「筋立て」が捉え
にくく、
全体が淡霧に包まれたような謎
めいた雰囲気の である。中
谷の
言うように「全く人生をかけ
雌れた幻の領域の物語」と見 とし
ても、
全体と部分を関連付け
るのが容易でないことには変りなく
その意味では
、「泉鋭花と
いう作家の小説は、
その筋やその展開を
確かめて読むぺきでなく、
歌舞伎ゃ文楽 ように
その場而の一っーつを味い楽しむぺき」
{5) 
などという、
鏡花文学についての一般的に流布する評師の通りと
も酋える。
物語は麻布の花屋に一人の美人が傘を借りにくる場面から始ま
る。先に来ていた槙ケ原子爵夫人が続いて傘を偕り
るついでに牡
丹を買おうとすると、
子爵家の吝沓に反発していた花屋の隠居が
高値を吹っ掛け、
子爵夫人がた
じろぐとこ
ろへ美人がすかさず
「お爺さん、
私に頂載」（二）と言う。
錦木和歌子と名乗るその
美人は、
花屋で
飼われていたみみ
ずくも黄って帰る。花屋の小伯
が子爵家に隣接する和歌子の家まで付 ていくと、
そこには境木
敏夫という画学生と河派に似た保梱が 。
やがて、
和歌子が烏
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目であることが子爵家に知れ、
子爵家に代々伝わる白菊様という
人形が女性の盲人を撮うために｀
和歌子はその家から追い出され
そうになる。久松とい
う按ばに辱められそうになった和歌子は、
「剃照次出に」（十二）白菊様を脅
かそう
と子爵家にみみずくを
俊入させるが、
みみずくは白菊様を守設する若衆人形の霧之助に
斬られる。「木兎のために追弔を兼ねた謝恩会」(+四）を開い
・た
和歌子は、
かつて
夫の医学士と共に夫の生地の鎖守でみみずく
を描いたたくさんの絵馬を見たこと、
また、
絵馬の描き主で以前
から和歌子を愛深していた元画学生の自害に立ち
会ったことを語
る。
やがて、
夢うつつの中で保佃に導かれて地底に来た和歌子は、
保伯や猷たちに犯されそうになったところを霧之助に救われる。霧之助を見たくて子爵家を訪ねた和歌子は夫人から苛まれるが、和歌子を愛器する駿兵少尉が子爵家から霧之助を強奪してくる。和歌子が
の太刀で「恋に燃えつ、牡丹の花片散るが如き
其の心脇の只中を」（十八）突く場面で物語は終わる。
以上の梗概からも明らかだろうが、「幻の絵馬」は全集版にし
て百頁強という分祉にしては、
登場人物が多くて物語展開もかな
．り
変化に窟んでい
る。
ただ、
個別の場面自体はかなり鮮烈な印象
を放つものの、
それらの全体の展間における位憐付けが定かでな
いために、
物語全体を一貫性のあるプロットとしては捉えにくい。
そして、
登場人物たち各自の物語全体における役回りも
くい。無論、
中には柏ケ原子爵夫人のように和歌子とは一貫して
敵対する人
物もいる。
また、
花屋の阻居が利歌子に府入れするの
は子爵家に対する反発の共有のみでなく、
総領娘をかつて苦界で
死なせたことへの代償であることがほのめかされる。
だが、
全て
の登楊人物が和歌子をめぐって敵味方に大別されるのでもない。例えば、
和歌子が子爵家に侵入させるみみずくに自らの血を飲ま
せる場而では、
彼女
の穎み通りにその指を食い切ってやりながら、
後では和歌子を地底へと祁いて獣たちと共に犯そうともする保佃はどうだろうか。
また、
和歌子が俣入させたみみずくを切り捨て
る一方、
利歌子の危機を救いもする人形の霧之助はどうだろうか。
もっとも、
登場人物の中で誰よりも謎めいているのは主人公の
和歌子にほかならない。伯爵と新柏の芸妓の間に生まれて「洋行
シペ
9
棉りの医学博士」（十四）に嫁いだこともあり、「総西亜、
柴拉利
亜（はぶるすか。）に渡つて住んだ事」（四）もある。絵馬の描き主の吉岡 彼女に対する愛硲を告白して自咎し、
情夫であった境
木はそ 物語を問いて別れた後に発狂してやはり自也
し、
騎兵少
尉の松平は彼女のために 爵家に乱入して霧之助 強奪し、
また、
按昧の久 は彼女を辱めようとして逆に指を折られるなど、
和歌
子の周囲には多く 男性が群がっては破滅する。
しかも、
彼らに
は花橙 閲居が和歌子 屑入れす ような必然的 理由は設定されていない。
だが、
霧之助に救われて「始めて恋を知った」(+
八
）
和歌子もまた、
子爵夫人から苛ま た挙句に霧之助の太刀で
自害する。一批した生の原理は見出しにくいその多義的な存在性
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ひい
は、
冒頭の花屋に現れる楊而で隙屈の視線を通して「お姫様のや
．う
な、
それしやのやうな、
おつとりしたやう
な、
巡菜なやうな、
触つ
ても梢えさうで、
殺しても死にさうもない、
意気づくりの
と●め
●る
紺かしい｀
色つぽくて、
すつきりした、
商島田が円謡になり、
銀杏返しが女使嬰で、
今日は櫛巻で居る」
(l)
と語られるのに
もよく表れている。
ただし、「幻の絵鳥」
に和歌子をめぐる中心的なプロットを見
出す試みもなくはない。平井修成氏は保協やみみずくといった酪悪な者たちが和歌子の
恩寵と支配をうけるというマゾヒズムと、
子爵家を訪れた和歌子が夫人から西め苛まれるというマゾヒズムのあることに済目し、
醸悪な者たちの表而的な支配者として「マ
ゾヒズム的状況の必要不可欠な要紫11部品」であった和歌子が｀「マ の外形 奥に在る、
木質的な関係の頻現」である地
底での逆転体験を経て、「主体的なマゾヒストとなり変る」という、「マゾヒズムの箱一の から第二の形へと移行する連続的な物語」として捉えている。
私見ではこの解釈には若干の補足のな
される余地があり、
例えば、
平井氏は吉岡や坑木といった「和歌
子を取り巻く何人も 恋人述」 、「作品のテーマに本質的に関
{g-
わるぺきものではない」と説く
が、
マゾヒズムという形式を通じ
て和歌子との関係を持絞させる保佃に対して、
そうした関係を結
ぴえずにいたずらに破滅する吉岡ゃ境木（特に、
久松は和歌子を
性愁に支配しようとするた
めに失敗したと言える）という、
人物
像の対立的効果も捉えられるぺきだろう。
さらに、
平井氏は末尾
近くの和歌子が子爵夫人か 苛まれる場面について、「彼女の目的1もはや作者の目的と言ってい、のだがーは、
霧之助など
-9-
にはなかった」と説く
が、「作者」はともか
くも和歌子は霧之助
に対する「恋」ゆえにこそ、
敵対す
る子爵夫人からの貨め苦も甘
受すると見 べきではないか。
だが、
以上のようなある程度の一批性は捉えられるとしても、
それが明確に表而化されるような構成になっているとは言いがたい。
物語展開は個I別の場面のイメージの述銃性に任せられ、
中心
的なプロットはその中に 失われがちである 例え
ば、
和歌子が
地底へと祁かれて悪郎夕めいた体験をするとい
う、
物栢展開の最も
削的な転換点であるぺき十七節の楊而 例に取ろう。
まず、
酒を
煽った和歌子が保佃
に袖を引かれていく様子が甜られるが、「其
くら陪な路」を経て二人が木の根元の「横穴を穿った深き地の底」に滸いてからは、
そこに待ち構えている獣たちのグロテクスな祝
祭的様相の列挙となる。
正而の椅子では子爵家に月われ
る「小牛の如き出半入」が、「の
っぽ而の垂耳の頭に、
紅い土耳古形の相子を賊
き、
空帖きっ、‘
チ
ン／＼の手が、
此方を大風に隧」き、
椅子の横では「歴根中
を汚す風来の、
男猫」が、「釜底帽子の宵いのを被つて、
濶々た
る服 光らし、
和歌子を脱迎へて呻ると斉しく、
鋭き爪で、
顎の
テェブル
髯を掻捻つて、
片手で卓 の上に骰いた一冊の報薄を示」す。
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さかし9
逃げようとする利歌子を「上から、
爽黒な而で、
倒に覗いた、
大生が一頭、
モウ、・・・・・・ドン、
と寝て、
腹を以て盗に蔽」い、
「閥も鼠もどろ（と満充ち
た片悶」からは
「按ほの色男久松
市」までが追出る（なお、
久松は休紐から「退れ、
下郎、
汝には
食のこしを授けるのぢゃ」と言われるの
で、
ここでは人間と欧の
ヒエラルキーが逆転しているのだろう）。和歌子と保梱たちの支
'配関係が逆転するこの場面が、
プロット上の重要な位置にあるの
は確かだが、
それ以上に、
醜悪な者たちが美しい和歌子に迫ると
いう構図自体 肥大化 、
そのグロテスクな（そ
て、
エロチッ
ク
でもある）イメージの巡鎖性に主眼があるようである。
その意
味では個別の場而としての鮮烈さはあるも の 「日本橋」の結末場面のイメージのさく裂に比べると、
緊密な小説構成という制
約がない分だけ荘揚に乏しい。·こ
れ以外
にも「幻の絵馬」では、
こうしたグ
ロテスクでエロ
チックな楊面がほぼ全紺に述なっている。
そして、
それらを一貰
したプロットヘと収敏させるべき構成的な統御力が弱く、
個別の
場而のイメージの氾濫に任
せる一方であ
ることが、「幻の
絵馬」
を鮮烈な印象と共に多くの不可解な要紫も辿す作品 している。とはい
え、「由縁の女」を経た後の大正後期の
代表作である「龍
胆と撫子」（「良婦之友」大正一―.-1六、「女性
j
大正一―•
八！―ニ・一、 続窟）「女性
j
大正―ニ・
ニー九）の楊而相互の
U IO ) 
関述の希薄さや、「眉かくしの益」（「苦楽
l
大正一三•五）の物
語展開の内的必然性の希源さに比ぺれば、「幻の絵馬
」ではまだ
しも、
和歌子の支配をめぐる刺的な物語世界が構築されつつはあ
り、
それゆえに、
良くも悪くも小説として凡晰なレペルにとど
まってもいる。
なお、
二十頁弱の小品ながらも「幻の絵馬」とほ
ぽ同時期の「人魚の祠」（「新日本」大正五・七）について、
野口
武彦氏が「物語の原基的な心象の求心 が弱い」、「解読不能のあるい
は解読を放菜した心象群が「人魚の祠
j
では乱舞してい
{ ll ) 
る」と述べているのも 「幻の絵馬」と同様の内容傾向をさしてのことではないか。
一方、「芍薬の歌」は寺田透が「主要登場者全部の肌合いが一
つに融合したようなきめのこま 、
沈んだ光沢を持つ」と評し
- 12 ) 
たよう 、
鏡花の小説では珍しいほどに全体がよくまとまった作
品である。無論、
全集版にして五百頁近くという鋭花文学の中で
も三番目の分凪（未完の「龍胆と撫子」は除く）だけに
、百
頁強
の「幻の絵馬」と比べても登場人物は多くて物語展開も複雑である。
だが、「幻の絵馬」とは逆に全体の展淵はかなり緊密に構成
されている。
物語は峰桐太郎というエリート会社員が洲崎 鮨屋の酌婦・幾
世を訪ねる場而から始まる。峰は幾世から買った夜鷹の人形に翡翠の珠が入っていた で、
それを元の売り主に返すように幾批に
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頼みに来たのである。一方、
蜂が人形を買った際に同伴していた
．．西家・三捕柳吉も、
辻占い師の観星徴如海から珠の入った夜鷹の
人形を買う。幾世の亡き狡母・菊川は柳吉のかつての馴染みの遊女であった。
酒宴の婦途に幾世に会いに行こうとして道に迷った
柳吉は、
大工の吉兵衛の舟で夜魔のお舟と知り合い、
また、
栄商
の娘のお京が大間男爵の見合い写典を川に捨てるのを見る。峰が大間男爵を訪ねて男爵の妹との縁談を断ると、
入れ迩いにお舟が
現れて川から拾った写真 見せて男爵を弛請 。
一方、
亡き母の
砥参に来たお京は幾世と間迩えられ 峰と知り合い、
また、
菊川
の硲前で自害しようとしていた幾世を救って如海に預ける。珠はお京が人形に入れて如海 介し 幾世へと渡 た だ
が、
幾世は
峰から返された珠を狡父の群八たちに奪われたのである。峰は如海に伴われて来た幾世に対して と緑を絶つよ に勧め 菊川の硲参に来た幾泄はそこ 倒れ いた柳吉 介抱する
が、
お舟
が菊 幽霊 化けて柳吉と別 る に言うので再び自害を決意する。お京の主宰する人形供狡の
夜、
大間男爵はお京を菩堤寺
から拉致しようとするが、
蛉に妨げられて失敗に終わる。
心中し
ようとする柳吉と哉批 は群八たちが迫るが、
お舟が群八たちを
殺して珠を取り戻した後に自害し、
実はお舟の父であった如海も
娘の後を追う。柳吉と幾泄とが、
また、
峰とお京とがそれぞれに
結ばれることを示唆して物語は終わ 。
以上の梗概では明治期の作品と大して変わらない、
やや時代鉛
屯
‘
誤で新派劇調の伝奇ロマンにも見えかねない力
その理由は主に
登場人物の股定に現実性が腺いことに求められる。「たかが平民索町人ぢゃで、
娘に華族の垢が滸けば、
金を塗ったやうに感謝す
るんぢゃ」
（百四十三）とうそぶく大間男爵や、
幾世の金主で男
爵の取り巻きでもある猫万たちの俗物ぶりは、
社会風刺と呼ぶに
は戯画化されすぎて類型的な悪役に狙している。
さらに、
如海の
素姓が物語展開が四分の三近くも経た時点でようやく、「這個観
とし
わか
Uんら
星堂を誰とかす 。母なき一人の愛娘
の、
芳紀少<-l十にして恋
人の許に嫁ぎながら、
不倫なる昴を血に斬つて、
獄舎の鉄窓に蒼
＜疫せしより、
世を拶み、
世を伯り、
世を呪ふ、
伴狂を痴愚に替
へて、
浄玄寺に隠遁した、
倫理学者にして祁士たる大沢昭観は渠
ぞかし」
（百十二）と説かれ（しかも、
この「母なき一人の愛娘」
がお舟であることはここではまだ伏せられている）、
また、
峰に
ついても末尾近くに至ってかなり唐突に 「姓も名 かへたれば、峰では誰も気附くまい、
渠は厳正至純なる芸術に精進す
る、
世に
開えたる小説家である （百四十九）と明 されるのも、
いたず
らに奇を術った趣向として批判され
るぺきだろう。
ただし、
吉田昌志氏はこの如海父娘の設定を「やっし」と「見
顕し」と捉え、
群八たちが幾世から珠を奪う場面などの「賀め
場」や、
お舟が大IUI男爵を弛請る楊面の
H強訥場」と共に、「歌
拌伎的趣向」とした上で
、「以上述ぺてきた貨め場・弛請場・や
つし・見顕しなどの極めて削的効果の高い趣向
は、
人物の類型と
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